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 超伝導転移端温度計（TES : Transition Edge Sensor）型マイクロカロリメータは，転移温度付近

における急峻な電気抵抗の変化を利用した温度計が放射線の微細な温度上昇を正確に測定するこ

とで優れたエネルギー分解能を実現できる． 

 我々は，優れたエネルギー分解能と放射線入射位置分解能を有するガンマ線検出器，つまり

PoST（Position Sensitive TES）型マイクロカロリメータに関する報告を 2017 年より応用物理学会

で行っている．この PoST 型マイクロカロリメータは，一つの細長い吸収体の各端々に一つずつ

TES を接続した構造を持ち，吸収体に入射した放射線が熱として TES に伝わっていく際の，放射

線入射位置による熱の伝達時間の違いを利用している．つまり，それぞれの放射線の入射位置に

一対一対応した信号を取得することができ，二つの TES から得られたこれらの情報を総合的に評

価することで一次元での放射線入射位置を特定することができる． 

これを二次元に拡張し，正方形の吸収体の各端々に一つずつ TES を接続した構造を持つものが，

二次元 PoST 型マイクロカロリメータである．この二次元 PoST 型マイクロカロリメータを設計す

るためには，モデルを構築し，信号波形等の放射線検出器の性能を評価する指標を見積もること

が重要となる．20 mm×20 mm×1 mm の吸収体を，n×n のブロックにモデル化し，熱的・電気的

微分方程式を連立し，解を求めることで応答を調べた．本公演では，現在取り組んでいる熱的・

電気的な応答を考慮したシミュレーション結果と今後の予定について詳細に報告する． 

Figure.1 Diagram of two-dimension position sensitive TES microcalorimeters 
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